


















令和 6 年度入試 前期午後  

国 語 

【全体の講評】 

全体を通しては高い平均点でしたが、差は大きく、幅広い得点分布となっています。大きく差が

開いたのは大問三の記述問題です。設問に対して答えを簡潔にまとめるトレーニングを積んでいた

人は良い得点を取っていたように思います。 

 

【各問題について】※正答率はそれぞれ上から順に医進選抜・SG・ミライの合格者の平均です。 

問題 正答率 出題内容：ことばの知識、省略語、漢字の書き取り 

一 

88% 得点は高く、知識や習熟度合いの高さが感じられました。 

「オサめる」といった同訓異義語・同音異義語は入試頻出です。しっかりと対

策できていました。 

 目についた誤りとしては「暖」が「めへん」になっているものです。「日が

照ってあたたかい」と考えれば、「めへん」はありえません。 

84% 

78% 

 

問題 正答率 出題内容：文学的文章 

二 

84% 
得点は高く、比較的ていねいな読み取りができていましたが、問五の表現技

法の問題の出来が悪く、問八の「ナツばあ」＝「お客さん」が読み切れていない

解答はいくらか散見されました。 
82% 

78% 

 

問題 正答率 出題内容：説明的文章 

三 

82% まず漢字において、「最たる」が「際たる・再たる」という誤答や、「染」の字

が「さんずいへん」のように大きく書かれた誤字が見受けられました。 

 記述問題では、空欄も目立ちましたが、書かれた解答も主語述語がつながっ

ていないものが散見されました。 
74% 

64% 

 

 













令和 6 年度入試 前期午後  

理 科 

【全体の講評】 

教科書の内容を中心に出題していますが、一部発展的な内容もふくまれています。問題文を読ん

で、実験結果からその規則性を導き出す学習が必要でしょう。重要語句の暗記はもちろんのこと、

その語句の説明がきちんとできるよう、日頃から準備をしてください。 

 

【各問題について】※正答率はそれぞれ上から順に医進選抜・SG・ミライの合格者の平均です。 

問題 出題内容：恒星(太陽含む)の明るさや色、動きや見え方 

1 

65% 恒星(太陽含む)の明るさや色、動きや見え方について出題しました。少し発展

的な内容からも出題しました。教科書から出題した問題は、期待していた正答

率には届きませんでしたが、発展的な内容から出題した問題はよくできていま

した。理科の発展的な内容に対して、しっかり準備してきた受験生が多かった

印象をもちました。 

64% 

54% 

 

問題 出題内容：ミツバチの行動 

2 
84% 全体的によくできていました。ミツバチダンスの問題は太陽の動きと合わせ

てダンスに変化がみられることを数値計算できていた人が多かったです。花粉

の運ばれ方を文章で説明する問題もしっかり取り組めました。 
80% 
74% 

 

問題 出題内容：発生する水素の体積と中和、溶解度を考える問題 

3 

71% 決められた量の塩酸とちょうど反応する亜鉛の量を求める一方、塩酸と水酸

化ナトリウム水溶液の混合液の性質も考える問題です。また、固体と気体の溶

解度の違いをきちんと理解できているかを正しく説明できることも大切です。

最後の問題は、10℃の飽和水溶液として計算すればよいことに気付けるかがポ

イントになります。日頃から、この分野の計算問題に取り組んでほしいと思い

ます。 

65% 

57% 

 

問題 出題内容：圧力・大気圧・水圧に関する問題 

4 

77% 圧力がどのように算出されているかを考える問題でした。式が与えてあり、

問題文から数値を読み取り、計算する問題が多かったのですが、答えの桁数が

大きかったこともあり、計算ミスが多かったように思います。解答用紙をみる

と、問題４を解ききれなかった受験生が多かったように思います。理科全体の

ボリュームが大きかったことと、問題４の文章量が多いこともあり、読解力が

求められます。 

69% 

56% 

 

 















令和 6 年度入試 前期午後  

算 数 

【全体の講評】 

大問１、２といった基本的な問題はしっかりと取り組めていましたが、規則性など、問題文の意味

を理解し答える問題は苦手なようです。必要な情報を読み取る練習をしておきましょう。 

 

【各問題について】※正答率はそれぞれ上から順に医進選抜・SG・ミライの合格者の平均です。 

問題 正答率 出題内容：計算問題（単位換算・比の問題を含む）（易） 

1 

98% 比較的容易な計算問題でした。工夫すれば時間をかけずに解くこともできる問

題もあるので、意識して取り組みましょう。 
92% 

83% 

 
問題 正答率 出題内容：小問集合（食塩水・速さ・比・平均など）（易） 

2 
90% 取り組みやすい文章題の問題でした。この難易度の問題は確実に、取りこぼさ

ないようにしましょう。 85% 

77% 

 
問題 正答率 出題内容：規則性（分数の分子・分母）（やや難） 

3 
58% 頻出の規則性の問題ですが、分数が約分されていることで解きにくく感じた受

験生も多かったようです。こういった問題はいろいろと試してみることが大事

です。 
43% 

35% 
 

問題 正答率 出題内容：長方形の回転と移動距離（やや難） 

4 
45% 長方形を回転させる問題は頻出ですが、大きな長方形の周の内側・外側を一周

するので計算が煩雑になったようです。落ち着いて考える必要がありました。 40% 

18% 

 
問題 正答率 出題内容：さいころと点の移動（難） 

5 
24% 問題文に書かれてある移動の条件を理解することが難しかったようです。大問

３と同様に、試してみることが大事です。 23% 
12% 

 

 




